
新
型
コ
ロ
ナ
も
な
か
な
か

収
束
と
は
行
か
な
い
よ
う
だ

が
、
社
会
的
な
活
動
は
着
実

に
回
復
し
て
い
る
。
当
セ
ン

タ
ー
の
研
究
会
開
催
事
業
も

昨
年
度
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
と

対
面
の
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
方
式
を
採
用
し
て
い
る
が
、

対
面
参
加
者
が
徐
々
に
増
加

し
つ
つ
あ
る
の
は
あ
り
が
た

い
こ
と
で
あ
る
。

そ
ん
な
状
況
下
で
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
開
催
で
話
題
に
な

る
の
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者

か
ら
の
発
言
の
少
な
さ
で
あ

る
。
当
セ
ン
タ
ー
の
研
究
会

で

は

、

ほ

と

ん

ど

の

場

合

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
設
け

て
、
参
加
者
か
ら
報
告
者
に

対
す
る
質
問
が
出
来
る
か
た

ち
を
と
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
か

ら
の
質
問
は
数
え
る
ほ
ど
し

か
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

ま
し
て
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
画

面
が
真
っ
暗
で
顔
も
見
え
な

い
と
な
る
と
余
計
に
質
疑
が

弾
ま
な
い
。
研
究
会
等
の
効

果
は
、
質
疑
を
通
じ
た
参
加

者
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
気
づ
き
」

に
あ
る
と
思
う
の
だ
が
、
一

方
通
行
に
な
り
が
ち
な
オ
ン

ラ
イ
ン
方
式
の
限
界
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

会
議
の
た
め
に
移
動
し
な

く
て
済
む
時
間
と
費
用
の
節

約
、
オ
フ
ィ
ス
で
他
の
作
業

を
し
な
が
ら
で
も
参
加
出
来

る
と
い
っ
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン

な
ら
で
は
の
便
利
さ
も
捨
て

が
た
い
。
確
か
に
そ
れ
ら
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
な
の
だ
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
の
学

習
や
会
議
の
特
徴
や
限
界
に

つ
い
て
も
、
十
分
に
理
解
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。
会
議
の
目
的
に
も
よ

る
が
、
重
要
な
の
は
双
方
向

の
意
思
疎
通
と
そ
れ
を
踏
ま

え
た
認
識
の
深
化
や
新
た
な

気
づ
き
で
あ
る
。
当
セ
ン
タ
ー

の
研
究
会
で
は
、
講
師
と
の

質
疑
や
参
加
者
間
の
交
流
と

い
っ
た
相
互
作
用
を
重
視
し

て
、
対
面
方
式
の
充
実
の
方

向
で
進
め
た
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
学
習
効
果
に
つ

い
て
、
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
」
の
考
え
方
が
参

考
に
な
る
。
こ
れ
は
、
学
習

の
形
態
と
理
解
度
（
学
習
定

着
率
）
と
の
関
係
を
示
す
も

の
で
、
た
と
え
ば
、
「
講
義
」

で
の
学
習
定
着
率
は
５
％
、

「
読
書
」

10
％
、
「
視
聴
覚
」

20
％
、
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
」

30
％
、
「
グ
ル
ー

プ
討
論
」

50
％
、
「
自
ら
体

験
す
る
」

75
％
、
「
人
に
教

え
る
」

90
％
、
と
い
っ
た
具

合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字

に
根
拠
が
あ
る
か
と
言
わ
れ

る
と
、
若
干
怪
し
げ
だ
が
、

長
年
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た

も
の
の
感
度
か
ら
み
て
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
が
い
う
学
習
形
態
と

理
解
度
の
相
互
関
係
は
ほ
ぼ

妥
当
な
も
の
だ
と
思
う
。

確
か
に
、
ほ
ぼ
聞
き
っ
ぱ

な
し
で
終
わ
る
「
講
義
」
で

の
学
習
定
着
度
は
、
か
な
り

低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

大
学
な
ど
で
も
講
義
一
辺
倒

の
学
習
形
態
を
反
省
し
て
、

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
」
な
ど
の
手
法
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
の
役

職
員
教
育
も
、
参
加
者
の
主

体
的
関
与
を
意
識
し
て
、
目

的
に
合
っ
た
効
果
的
な
学
習

形
態
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

最
後
に
、
山
本
五
十
六
の

格

言

を

紹

介

し

て

お

く

。

「
や
っ
て
み
せ
、
言
っ
て
聞

か
せ
て
、
さ
せ
て
み
せ
、
ほ

め
て
や
ら
ね
ば
、
人
は
動
か

じ
」
。
確
か
に
。
そ
の
後
は

こ
う
続
く
。
「
話
し
合
い
、

耳
を
傾
け
、
承
認
し
、
任
せ

て
や
ら
ね
ば
、
人
は
育
た
ず
」
。

「
や
っ
て
い
る
、
姿
を
感
謝

で
見
守
っ
て
、
信
頼
せ
ね
ば
、

人
は
実
ら
ず
」
。
耳
の
痛
い

言
葉
で
あ
る
。

（
当
セ
ン
タ
ー
会
長
理
事
）
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セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

主

体

的

な

学

び

を

考

え

る
増
田
佳
昭

－

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
と
山
本
五
十
六



今

回

で

47
回

を

数

え

る

地

域

農

業

振

興

に

関

す

る

研

究

会

が

、

８

月

３

日

（

木

）

～

４

日

（

金

）

の

日

程

で

開

催

さ

れ

ま

し

た
。

参

加

者

は

、

北

は

福

島

県

か

ら

南

は

広

島

県

の

12
都

県

20
人

（

う

ち

、

Ｚ

Ｏ

Ｏ

Ｍ
参
加
９
人
）
で
し
た
。

今

研

究

会

の

課

題

は

、

｢

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法｣

の
見
直
し
経
過
を
強
く

意

識

し

な

が

ら

、

持

続

可

能

な

地

域

農

業

の

振

興

・

活

性

化

の

決

め

手

に

つ

い

て

検

討

す

る

こ

と

で

し

た
。

研

究

会

の

概

要

は

、

次

の
通
り
で
す
。

報

告

Ⅰ

で

は

、

安

藤

光

義

氏

（

東

京

大

学

大

学

院

教
授
）
が
、｢

日
本
農
業
の

現

段

階

と

食

料

・

農

業

・

農

村

基

本

法

見

直

し

の

課

題｣

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

基

本

法

見

直

し

の

論

点

を

整

序

す

る

と

と

も

に

、

日

本

農

業

の

今

後

の

あ

り

よ

う

に

つ

い

て

報

告

し

ま

し

た
。報

告

Ⅱ

で

は

、

加

藤

純

氏

（

全

国

農

業

協

同

組

合

中

央

会

農

政

部

次

長

）

が
、

「

日

本

農

業

の

危

機

と

農

政
課
題
⒝
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は

食

料

・

農

業

・

農

村

基

本

法
に
何
を
求
め
る
か
⒝
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、｢

食
料

安
保
の
強
化｣

、
「
適
正
な

価
格
形
成｣

、
「
農
業
の
持

続
的
発
展
と
農
村
活
性
化
」

を

軸

と

し

た

基

本

法

見

直

し

へ

の

提

案

概

要

と

、

新

基
本
法
下
で
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ

の

使

命

と

役

割

に

つ

い

て
報
告
し
ま
し
た
。

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

テ

ー

マ

は

「

持

続

可

能

な

地

域

農

業

の

振

興

・

活

性

化

の

決
め
手
⒝
激
変
す
る
農
業
・

農

政

を

め

ぐ

る

環

境

変

化

を
見
据
え
て
⒝
」
。

座

長

は

私

、

小

松

泰

信
。

コ

メ

ン

テ

ー

タ

ー

は

岡

野

陽

介

氏

（

京

都

府

農

林

水

産

部

農

政

課

課

長

補

佐

）

と

坂

本

清

彦

氏

（

龍

谷

大

学
社
会
学
部
特
任
准
教
授
）
。

実
践
報
告
①
で
は
、
岩
間

陽

子

氏

（

長

野

県

公

益

財

団

法

人

生

坂

村

農

業

公

社

前

理

事

長

）

が

、

「

生

坂

農

業

を

支

え

る

農

業

公

社

の

取

り

組

み

」

と

い

う

タ

イ

ト

ル

で

、

公

社

の

特

産

品

開

発

部

の

事

業

概

要

（

活

動

の

主

体

は

同

部

に

属

す

る

約

30
名

の

女

性

た

ち
）
と
、｢

新
規
就
農
研
修

事

業｣

に

よ

っ

て

20
家

族

が

村

内

で

農

家

と

し

て

自

立

し

て

い

る

こ

と

な

ど

を

報
告
し
ま
し
た
。

実
践
報
告
②
で
は
、
宮
永

均

氏

（

神

奈

川

県

秦

野

市

農

業

協

同

組

合

代

表

理

事

組

合

長

）

が

、

「

新

た

な

段

階

を

迎

え

た

都

市

農

業

を
ど
う
守
る
か
⒝
都
市
近
郊

Ｊ

Ａ

の

実

践

と

食

料

・

農

業

・

農

村

基

本

法

へ

の

期

待
⒝
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

食

料

自

給

率

向

上

、

担

い

手

育

成

確

保

や

地

域

営

農

の

活

性

化

、

環

境

保

全

農

業

や

環

境

対

策

な

ど

の

実

践

を

踏

ま

え

、

新

基

本

法

へ

の

評

価

と

期

待

を

報

告

し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ

ー

か

ら

出

さ

れ

た

コ

メ

ン

ト

を

軸

に

、

実

践

内

容

の

深

掘

り

と

、

農

業

が

決

し

て

メ

ジ

ャ

ー

な

存

在

で

は

な

く

マ

イ

ナ

ー

な

存

在

で

あ

る

こ

と

を

自

覚

し

た

上

で

、

今

後

い

か

な

る

取

り

組

み

に

よ

っ

て

国

民

の

理

解

を

得

て

い

く

べ

き

か

な

ど

に

つ

い

て

意

見

の

交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

報

告

Ⅲ

で

は

、

太

田

洋

氏
（
千
葉
県
い
す
み
市
長
）

が

、

「

〈

特

別

報

告

〉

い

す

み

市

が

め

ざ

す

『

あ

き

ら

め

の

な

い

』

地

域

づ

く

り
⒝
環
境
を
守
り
、
自
立
し

た
地
域
を
目
指
す
⒝
」
と
い

う

タ

イ

ト

ル

で

、

学

校

給

食

の

有

機

米

全

量

化

へ

の

取

り

組

み

と

環

境

に

配

慮

し

た

農

業

政

策

の

実

践

に

よ

っ

て

、｢

総

幸

福

量｣

の

高

い

住

み

た

く

な

る

地

域

づ

く

り

を

め

ざ

し

た

市

政

に

つ

い

て

報

告

し

、

新

基

本

法

の

あ

り

方

へ

の

課

題

提
起
を
行
い
ま
し
た
。

（

長

野

県

農

協

地

域

開

発

機
構
研
究
所
長
）

今

回

紹

介

す

る

調

査

研

究

は

、

令

和

４

年

度

に

岩

手

中

央

農

業

協

同

組

合

（

以

下

、

Ｊ

Ａ

い

わ

て

中

央

）

か

ら

委

託

さ

れ

た

「

Ｊ

Ａ

い

わ

て

中

央

に

お

け

る

営

農

関

連

施

設

の

長

期

整

備

計

画

の

あ

り

方

に

関

す

る

相

談

受

託

」

で

、

当

セ

ン

タ

ー

の

増

田

会

長

（

滋

賀

県

立

大

学

名

誉

教

授

）

を

主

査

と

し

、

セ

ン

タ

ー

役

職

員

で

取

り

組

ん

だ
。本

事
業
の
課
題
は
、
①
営

農

関

連

施

設

整

備

の

あ

り

方

に

か

か

る

正

組

合

員

の

意

向

把

握

の

た

め

の

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

票

の

作

成

お

よ

び

分

析

の

助

言

・

支

援
、

②
営
農
関
連
施
設
整
備
の
あ

り

方

に

関

す

る

助

言

・

支

援

、

と

設

定

し

た

。

そ

こ

で

、

Ｊ

Ａ

い

わ

て

中

央

の
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岩

手

県

岩

手

中

央

農

業

協

同

組

合

相

談

受

託

事

業

津
田
将

調
査
研
究
事
業
の
紹
介

令

和

５

年

度

（

通

算

第

47

回

）

地

域

農

業

振

興

に

関

す

る

研

究

会

を

終

え

て

小
松
泰
信



プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

（
以
下
、
Ｐ
Ｔ
）

が
実
施

す

る

、

正

組

合

員

を

対

象

と

し

た

営

農

関

連

施

設

の

整

備

方

向

の

あ

り

方

に

関

す

る

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

に

つ

い

て

、

作

成

か

ら

分

析

ま

で

の

助

言

・

支

援

を

行

い

つ

つ

、

Ｐ

Ｔ

が

協

議

・

検

討

す

る

営

農

関

連

施

設

の

整

備

方

向

に

つ

い

て

助

言

・

支

援

を

行

っ

た

。

な

お

、

助

言

・

支

援

の

方

法

に

つ

い

て

は

、

リ

モ

ー

ト

方
式
を
採
用
し
た
。

今

回

の

ア

ン

ケ

ー

ト

で

は

、

管

内

Ｊ

Ａ

の

主

力

品

目

で

あ

る

水

田

農

業

の

現

況

と

、

農

業

経

営

の

将

来

意

向

、

ま

た

営

農

関

連

施

設

の

な

か

で

も

、

ラ

イ

ス

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｒ
Ｃ
）

お

よ

び

カ

ン

ト

リ

ー

エ

レ

ベ
ー
タ
ー
（
以
下
、
Ｃ
Ｅ
）

に

関

し

て

、

施

設

の

利

用

状

況

を

は

じ

め

、

利

用

す

る
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
・

第８号 セ ン タ ー だ よ り 令和５年１０月２０日

現
行
の
わ
が
国
の
食
料
・

農

業

・

農

村

基

本

法

は

食

料

の

安

全

保

障

に

つ

い

て

以

下

の

よ

う

に

規

定

し

て

い

る

（

第

二

条

食

料

の

安
定
供
給
の
確
保
）
。
①
良

質

な

食

料

を

合

理

的

な

価

格
で
安
定
的
に
供
給
、
②
国

内

農

業

の

生

産

増

大

を

基

本

に

、

こ

れ

と

輸

入

と

備

蓄

を

適

切

に

組

み

合

わ

せ

る
、
③
農
業
と
食
品
産
業
の

健
全
な
発
展
、
④
不
測
時
に

あ

っ

て

も

国

民

が

最

低

限

度

必

要

と

す

る

食

料

供

給

を

確

保

す

る

。

こ

れ

を

受

け

て

基

本

計

画

に

お

い

て

そ

の

向

上

を

図

る

こ

と

を

旨

と

し

て

国

内

の

農

業

生

産

及

び

食

料

消

費

に

関

す

る

指

針

と

し

て

「

食

料

自

給

率

の

目

標

」

を

定

め

る

こ

と

を

規

定

し

て

い

る

（

第

十

五

条

）

。

以

上

で

明

ら

か

な

よ

う

に

現

行

法

は

、

国

策

と

し

て

の

食

料

安

全

保

障

に

つ

い

て

、

国

家

の

存

立

基

盤

と

し

て

の

食

料

確

保

に

つ

い

て

規

定

し
て
い
る
。

こ

れ

に

対

し

て

、

基

本

法

見

直

し

に

関

す

る

最

終

取

り

ま

と

め

の

政

策

審

議

会

の

「

答

申

」

は

（

９

月

11
日
）
、
国
連
食
糧
農
業

機

関

Ｆ

Ａ

Ｏ

の

国

際

的

な

定

義

、

「

す

べ

て

の

人

々

が

、

い

か

な

る

時

に

も

、

活

動

的

で

健

康

的

な

生

活

に
必
要
な
食
生
活
上
の
ニ
ー

ズ

と

嗜

好

を

満

た

す

た

め

に

、

十

分

で

か

つ

栄

養

あ

る

食

料

を

、

物

理

的

、

社

会

的

及

び

経

済

的

に

も

入

手

可

能

で

あ

る

と

き

に

達

成

さ

れ

る

状

況

」

に

沿

っ

て

、

食

料

安

全

保

障

に

つ

い

て

、

不

足

時

に

限

ら

ず

「

国

民

一

人

一

人

が

活

動

的

か

つ

健

康

的

な

活

動

を

行

う

た

め

に

十

分

な

食

料

を

、

将

来

に

わ

た

り

入

手

可

能

な

状

態

」

と

定

義

し

て
い
る
。

Ｆ

Ａ

Ｏ

の

定

義

は

国

際

社
会
に
お
け
る
概
念
、

い
わ
ば
世
界
の
万
人
に

よ

っ

て

支

持

さ

れ

る

“

国

境

な

き

医

師

団

”

的

規

定

で

あ

る

。

「

答

申

」

の

定

義
も
ま
た
広
く
万
人
に
よ
っ

て

支

持

さ

れ

る

べ

き

定

義

で

は

あ

る

が

、

し

か

し

そ

れ

は

同

時

に

、

そ

れ

が

国

産

で

あ

ろ

う

と

輸

入

で

あ

ろ

う

と

問

わ

な

い

無

国

籍

化

に

つ

な

が

り

、

ま

た

、

飢

餓

・

貧

困

問

題

、

格

差

問

題

、

賃

上

げ

問

題

へ

と

視

点

が

拡

散

し

て

い

く

こ

と

に

も

な

り

、

結

果

的

に
、

農

林

水

産

省

で

カ

バ

ー

可

能

な

範

囲

を

は

る

か

に

超

え
る
こ
と
に
な
る
。

一

方

、

食

料

を

国

産

す

る

こ

と

の

意

味

・

価

値

は
、

第

一

に

食

料

の

安

定

供

給

の

確

保

と

い

う

当

然

の

目

標

を

達

成

す

る

と

い

う

意

味

で

の

価

値

、

第

二

に

、

食

品

の

安

全

性

確

保

、

生

態

系

保

全

、

種

子

独

占

の

回

避

等

々

に

か

か

わ

る

国

民

の

関

与

、

管

理

を

可

能

に

す

る

と

い

う

意

味

で

の

国

産

で

あ

る

こ

と

の

価

値
、

第

三

に

、

ユ

ネ

ス

コ

無

形

文

化

財

に

登

録

さ

れ

た

（

２

０

１

３

年

）

“

和

食

文
化
”
を
支
え
る
米
・
麦
・

大

豆

の

国

産

を

目

指

す

と

い

う

意

味

で

の

価

値

（

長

寿

を

支

え

る

“

日

本

型

食

生

活

”

Ｐ

Ｆ

Ｃ

比

率

）

。

そ

し

て

第

四

に

、

既

存

の

農

地

を

有

効

活

用

し

て

生

態

系

へ

の

危

機

的

負

担

を

回

避

す

る

と

い

う

意

味

で

の

価

値

、

の

四

つ

の

価

値

を

も

つ

。

こ

の

第

四

の

価

値

が

「

生

態

系

へ

の

危

機

的

負

担

の

回

避

」

に

か

か

わ

る

価

値

で

あ

る

が

故

に
、

そ

れ

は

世

界

的

価

値

、

地

球

的

価

値

に

つ

な

が

る

。

そ

れ

故

に

そ

れ

は

ま

た

、

食

料

自

給

率

の

確

保

・

向

上

の

責

務

が

自

国

の

国

民

の

た

め

に

の

み

あ

る

の

で

は

な

く

、

ま

さ

に

国

際

的

な

責

務

と

し

て

も

あ

る

と

い

う

理

解

に

至

る

の

で

あ

る
。

（

当

セ

ン

タ

ー

顧

問

・

滋

賀
県
立
大
学
名
誉
教
授
）

時

論

国
産
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る

－
食
料
安
全
保
障
の
そ
の
先
を
読
む

－

Ⓒ

Ⓔ

小
池
恒
男



課

題

、

さ

ら

に

Ｊ

Ａ

に

対

す

る

要

望

や

期

待

に

つ

い

て
確
認
を
し
た
。

本

事

業

に

つ

い

て

は

、

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

を

踏

ま

え

な

が

ら

、

Ｐ

Ｔ

が

こ

れ

ま

で

協

議

し

て

き

た

営

農

関

連

施

設

の

あ

り

方

に

関

す

る

検

討

結

果

の

経

緯

と

そ

れ

に

基

づ

く

資

料

よ

り
、

Ｐ

Ｔ

の

思

い

や

考

え

を

客

観

的

に

確

認

し

た

。

た

だ

Ｊ

Ａ

管

内

に

お

け

る

営

農

関

連

施

設

間

の

位

置

関

係

や

施

設

周

辺

の

状

況

な

ど

を

改

め

て

確

認

す

る

こ

と

に

よ

り

、

営

農

関

連

施

設

の

あ

り

方

を

確

認

す

る

た

め

、

今

年

度

も

継

続

的

に

取

り

組

む

こ

と

と

し

て

お

り

、

Ｊ

Ａ

い

わ

て

中

央

か

ら

依

頼

の

あ

っ

た

新

た

な

課

題

と

併

せ

て

、

Ｊ

Ａ

管

内

の

現

地

調

査

を

実

施

す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
当
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

11
月

16
日
（
木
）
～

17

日
（
金
）
、
京
都
Ｊ
Ａ
ビ
ル
お

よ
び
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
開
催
し
ま
す
。

報

告

は

田

代

洋

一

氏

（

横

浜

国

立

大

学

・

大

妻

女
子
大
学
名
誉
教
授
）
、
迫

沼

満

壽

氏

（

Ｊ

Ａ

京

都

丹

の

国

代

表

理

事

組

合

長

）
、

増

田

佳

昭

氏

（

滋

賀

県

立

大

学

名

誉

教

授

）

。

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

は

「

攻

め

の

経

営
戦
略
を
考
え
る
⒝
Ｊ
Ａ
の

経

営

基

盤

の

確

立

・

強

化

に
向
け
て
⒝
」
を
テ
ー
マ
に

陶

山

幸

弘

氏

（

Ｊ

Ａ

香

川

県

常

務

理

事

）

、

小

金

丸

肇

氏

（

Ｊ

Ａ

糸

島

営

農

部

部

長

）

ら

か

ら

の

実

践

報

告

を

も

と

に

討

論

し

ま

す
。

会

員

（

団

体

）

は

、

リ

モ

ー

ト

部

分

受

講

コ

ー

ス

を

年

間

に

１

名

無

料

で

参

加
（
体
験
）
で
き
ま
す
。

詳
細
はh

t
t
p
s
:
/
/
a
g

r
i
d
t
c
.
o
r
.
j
p

に
掲
載
。
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私
は
、
農
業
開
発
研
修
セ

ン
タ
ー
の
役
割
は
『
理
論
と

実
践
の
往
還
の
場
』
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
「
実
践
な
き

理
論
は
空
虚
で
あ
る
。
理
論

な
き
実
践
は
無
謀
で
あ
る
。
」

と
は
ド
ラ
ッ

カ
ー
氏
の

名
言
で
す

が
、
研
修

セ
ン
タ
ー

で
は
ま
さ

し
く
理
論
と
実
践
の
相
互
報

告
と
討
議
を
通
じ
て
、
双
方

の
参
加
者
が
自
ら
を
見
直
し

て
い
く
修
行
の
場
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
平
成

25

年
よ
り
准
組
合
員
の
意
見
を

Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
Ｊ
Ａ
利
用
者
懇
談
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
時
、

准
組
合
員
数
が
正
組
合
員
の

２
倍
を
超
え
た
こ
と
か
ら
准

組
合
員
の
意
見
を
聴
く
た
め

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

理
論
的
な
裏
付
け
は
あ
ま
り

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
増
田
佳
昭
先
生
を

は
じ
め
と
す
る
協
同
組
合
研

究
の
先
生
方
に
よ
っ
て
書
籍

『
つ
な
が
り
志
向
の
Ｊ
Ａ
経

営
』
が
発
行
さ
れ
、
組
合
員

政
策
論
に
お
け
る
准
組
合
員

の
運
営
参
画
の
方
法
と
し
て

利
用
者
懇
談
会
を
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
実
践

現
場
で
は
、
目
先
の
こ
と
に

気
を
取
ら
れ
て
俯
瞰
的
に

も
の
ご
と
考
え
る
こ
と
が

得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
理
論
的
裏
付
け
は
、

Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
大
変
心
強
い

拠
り
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
環
境
変
化

に
対
応
で
き
な
い
組
織
は
淘

汰
さ
れ
ま
す
。
特
に
農
業
面

で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s

に
関
連
し
て

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
が
打
ち
出
さ
れ
、
農
業
施

策
は
大
き
く
方
向
転
換
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
現
場
で

の
取
組
み
は
ま
だ
進
ん
で
お

ら
ず
、
様
子
見
の
Ｊ
Ａ
も
多

い
の
が
実
情
で
す
。
こ
の
よ

う
な
時
代
の
転
換
期
こ
そ
、

理
論
的
な
後
押
し
と
先
駆
的

な
実
践
事
例
を
学
ぶ
こ
と
が

必
要
で
す
。
生
物
多
様
性
を

重
視
し
た
様
々
な
農
業
技
術

が
考
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

農
業
所
得
を
確
保
し
な
が
ら

地
域
特
性
に
応
じ
た
農
業
技

術
体
系
を
確
立
す
る
に
は
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
地

域
の
Ｊ
Ａ
は
こ
の
課
題
に
挑

戦

し

地

域

農
業
を
リ
ー

ド

し

て

い

く

責

務

が

あ

る

と

考

え

ま

す

。

今
ま
さ
に
農
業
開
発
研
修
セ

ン
タ
ー
は
、
理
論
と
実
践
の

往
還
の
場
と
し
て
、
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
心
よ
り
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
兵
庫
南
代
表
理
事
専

務
）

会
員
の
声

地

域

農

業

の

発

展

に

果

た

す

わ

が

Ｊ

Ａ

の

役

割

Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
強
化
に
関
す
る
特

別
研
究
会(

Ⅱ)

開
催
の
ご
案
内

Ⓒ

Ⓔ

野
村
隆
幸


